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昭和34年中の和牛取引状況 

県外移出 ２万3,500頭 

渡 辺 明 喜 

 

 和牛の飼養頭数の減少にかかわらず，肉牛としての

需要が益々増加してきたので和牛の取引は非常に活

発化し特に34年中期からの値上りが目立ってきた。 

 このため生産意欲も漸次高まり34年中の種付頭数

は30年以来始めて上向き33年比１千頭増と好傾向を

みた。 

 さて現在県下に開設されている，家畜市場45市場

（産地市場34，集散地市場11）における34年中の和牛

取引状況についてみますと，入場総数は33年に比し減

少しているがそれでも年間実に７万900頭が入場し，

そのうち５万3,000頭が取引されている。取引成績に

ついては別表のとおりでありますが，市場別並びに県

外移出の概況は次のとおりです。 

 

一．産地家畜市場 

 生産頭数の漸減傾向に影響されて，入場総数は

22,411頭と前年より約500頭減少した。しかし取引成

立は入場頭数の81％にあたる18,149頭で前年を３％

上まわり，買手の強気配を反映している。 

 したがって取引価格においても１頭当り平均価格

でメス29,636円（前年の16.2％高）オス21,237円（同

21％高）ヌキ24,773円（同21.2％高）と著しい高騰を

みた。殊に年度後半において値上りが大きく，12月の

メス１頭当り平均価格35,695円と戦後最高に迫る気

配を示し，中でもハム向の需要増からのオスの値上り

が大きく戦後最高をマークした。 

 

二．集散地家畜市場 

 入場は48,493頭で前年より3,500頭と大幅に減少し

たが取引成立は71.9％と前年を約４％上まわった。 

 入場が前年より減少した市場は，高梁（1,795頭減）

岡山（1,026頭減）新見（672頭減）和気（642頭減）

等で反対に津山（1,593頭増）倉敷（240頭増）の両市

場は前年より増加するという面白い傾向を示した。 

 成牛１頭当りの取引平均価格はメス51,448円（前年

の5.8％高）オス46,202円（同18.9％高）ヌキ47,750

円（同5.9％高）で特に仔牛と同様オスの値上りが大

きい。 

 

三．県外移出 

 生産の漸減と内需要の急速な増大に影響されて，飼

養頭数が最近大幅に減少しているにもかかわらず，頭

数において戦後30年に次ぐ23,559頭を移出し，移出総

価格においては遂に８億円を超えるという戦前戦後

を通じ，最高の実績をみた。 

 これは特に大阪枝肉取引市場における本県産牛の

好評などから全国的に導入希望が増加したもので，移

出地域も全国35道府県に及んだ。 
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